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 THEOREM．ある確率空間上に確率変数（Z，ξ）が存在して
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        空間におけるsmoothness priorの使い道について
                                 尾 形 良 彦
 地震の震源位置は通常，各観測地点で計測された地震波の到達時刻のデータを使って最小自
乗法によって推定されるが，正確に決定するためには震央の周りに十分密な観測点が必要であ
る．現在，世界には1500に昇る常時観測地点がある．数多くの観測地点の到達時刻データを集
めようとすればするほど震源決定までには長い時間がかかるが，こうして決められた震央分布
は精密で，たとえば地球の表面がいくつかのプレニトに分割されていることがくっきりと示さ
れる．
 長野県松代にある気象庁地震観測所の群列地震観測システム（MSAS）は半径5kmほどの
円周と中心の7地点にほぼ等間隔に置かれた地震計からテレメータによって同時に地震波デー
タを集約す。るもので，地震波が観測されれば，これらによってだけでも広域的な震央を決める
